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■アメリカのジャポニスムールックウッ

ド製陶所をめぐつて

森 仁史

はじめに

明治 日本の陶磁器産業が欧米のジャポニスム

によつて興隆に向かい、新たな進路を歩んだこ

とは知 られるとお りである。 しかし、ジャポニ

スムと言つてもその現象内容はどこでも一様で

はなかつた。例えば、フランスではマネやゴッ

ホは自分の作品に直裁に浮世絵を登場させてい

るが、イギリスではホイスッラーは画面や画題

全体に浮世絵を借用している。つまり、 日本の

とくに何に関心を抱いたか、どんな方法で 日本

趣味を表現 しようとしたか、地域によつて大い

に異なつているのだ。

ここでは、アメリカ合衆国 (以 下、アメ リ

カ)における日本趣味がヨーロッパと異なって

いる側面に注 目しつつ、その全体的傾向を吟味

し、これを背景として創業 したル ックウッド製

陶所 Rookwood Potteryの 活動を検討 してみた

い。

1.アメリカの日本

アメリカが日本の隣国であると言 うと奇妙に

感 じられるかもしれない。 しかし、日本からな

らイン ドやアラビアを経由せずにはヨーロッパ

に到達 しないのと異なり、アメリカは太平洋を

越えさえすればたどり着 くことができる。まし

てや、19世紀後半はアメリカは捕鯨のために西

海岸から北太平洋に進出しようとしていた時期

であった。まさに1854年 のペ リー来航はこうし

たアメリカ側の理由に基づく必然だったのであ

る。そ うであるからこそ、1841年の中浜万次郎

ら漂流民の救助渡米がありえたのだ。お りしも

幕府の開国に伴って、新見豊前守遣米施設―行

が1860年 にはアメリカ各地を巡歴 し、ニューヨ

ークでは大歓迎をうけた。

もちろんアメリカが移民の国ではあつても、

ヨーロッパにとつてと同様、 日本は全く未知の

国であり珍奇な民族であつたことには違いなか

った。なので、初めにアメリカが紹介 した日本

はこの新奇な国への興味を満たす芸人だつたと

してもやむをえなかっただろ う。 1866年 には

R.L.カ ーライルが浜碇梅吉ら18名 の 日本人軽業

師の一座を組織 し全米を巡業 したし、この翌年

には 「ミカ ド曲芸団」がサンフランシスコで公

演 したことが記録 されている。 1867年勝麟太郎

の虐、子小勝がコロラ ド号で渡米 したときには、

大阪の独楽廻 し早竹虎吉一座も乗 り合わせてい

た。あるいは、1884年 に横浜に支店を開設 した

骨董商ディーキン兄弟商会 Deakin Brothers&

Co.(サ ンフランシスコに本店 )力 日`本人村

Japanese villageと 名づけた職人の一団を組織

し、全米各地 (ミ ル ウォーキー、シカゴ、オマ

ハ、セン トルイス、シンシナティ、ニューヨー

ク、ボス トン)を巡回させた。 (図 1)こ のとき

には、アメリカは新たな興味の対象 として日本

を付け加えたに過ぎなかった。ただ、こうした

交流摂取に受け入れる側のアメリカ人が直接 日

図1 日本人村―行
Explanation of the Japanese Village And lts

lnhabltants, NY,[1886]よ り
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本人 と関わつていることはヨーロッパとの交流

と様相が異なる点である。

1876年 G.T.マーシュ Marshは サンフランシス

コのパ レスホテルに東洋美術商を開店 した。も

ちろんそこで日本美術も扱われた。彼は1881年

にシンシナティにも支店を開いた。1860年代末

から70年代の初めにはアメリカにもヨーロッパ

からジャポニスムが伝わっていたので、彼 らは

さらに日本の文化に注目するようになっていた。

1886年 に E.S.モースは 「この20年 間、次第にわ

れわれの国に、珍 しく、美 しく、そして人 目を

ひく、いろいろな日本のものが姿を見せ始め

た。」と記 している。

このようにもたらされた日本産品がアメリカ

に新たな創造の種子となっていく。1876年 のフ

ィラデルフィア万国博覧会 (以下、万博)の製

造品部門への日本出品1067点 の大半は工芸品で

あり (図 2)、 まとまってアメリカ人の眼に触れ

た最初の機会となり、これがきつかけとなつて

アメリカの日本熱を大いにあおったことは間違

いない。 日本政府はウィーン万博での成功を踏

まえて、陶磁器、金工、七宝、漆工、木工など

伝統技法による製品制作の積極的指導にのりだ

し、産地はこれに応えて傑出した技量を遺憾な

く発揮 した出品が達成された。これらは後に山

高信離によつて『温知図録』と名づけて集成さ

れ、当時の明治政府有司がどれほど意気込んで

制作に携わっていたかを今に伝えている。これ

らと同様の技法は中国にも存在したのだが、中

国の官窯などは政治的混乱のなかで衰退してい

たことが新興国日本には幸いした。明治政府の

意図どおり、日本出品は155点が褒章を授与さ

れ、日本の産地は工芸品輸出に自信を深めた。

会場ではとりわけ陶磁器、金工品が圧倒的な存

在を示し、多くの来場者の眼を引いた。のちに

ルックウッド製陶所を創始する M.L.ニ コルズや

図2 フィラデルフィア万博日本出品
」apan Gose to the World Fairs  Japanese Art

at the Great Expositions in Europe and the

Unlted States 1867-1904,LACMA,2005ckり

ティファニー社のデザイナーとなる L.C.テ ィフ

ァニーもその一人であつた。1870～ 80年代にテ

ィファニー社は次々に陶磁器や銀器で日本風の

作品を世に送 り、1878年パ リ万博にジャパネス

クと称する銀製品を出品し高い評価を得た。

アメリカでの 日本趣味は東海岸 (ボ ス トン)

西海岸 (サ ンフランシスコ)が 中心であったが

前者がヨーロッパの刺激から海外への関心を広

げたのだとすれば、後者は移民やアジアを相手

とする貿易商など直接的な F]本 との関わりに発

することが多いようだ。だから、絵画よりは工

芸品や建築、庭園など具体的な日本文化への関

心が強く、広く受け入れ られた。前述のマーシ

ュはオーストラリアに生まれ、少年時代1872年

から3年半を自ら望んで日本で過ごした体験を

もつていたが、1894年 カリフォルニア冬期万博

(サ ンフランシスコ、ゴールデンゲー ト公園で

開催)に ジャパニーズ・ティー・ガーデンと称 し

て、1200坪 の敷地に入母屋式 日本家屋、二層鐘

楼門などを建て、たいへんな成功を収めた。こ

の先例をみてか、1896年興行師櫛引弓人はア ト

ランティックシティーに東照宮陽明門、亀戸天

神太鼓橋、銀閣寺の模造建築を建て、お茶を提

貫 質 屁 彙 賛 こ

B=せ 事 V● ■ こ
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供 し、これも人気を博 した。櫛引はその後1909

年 日英博覧会でもフェアー・ジャパンと名づけ

た興行を請け負っている。

その後マーシュは西海岸各地にこうしたティ

ー・ガーデンを経営し、なかでも1903年 にパサ

ディナに開設 した庭園は規模が大きく、1913年

H.E.ハンティン トンによつて購入移築され、ロ

サンジェルス北方のサンマ リノに現存 している。

(図 3)また、ゴールデングー ト公園の日本庭

も残され、1915年 のパナマ太平洋博覧会の日本

館の一部 (五重塔、南門ほか)が さらにその後

移築されている。この1915年 には東海岸のブル

ックリン植物園でも寄付金によつて日本庭園が

つくられ、渡米 していた塩田武雄が設計した。

この頃、西海岸にはそ りのある屋根や鐘楼風な

塔屋など日本の伝統建築のボキャブラリーを採

用したバンガロー式木造住宅が数多く建てられ

たが、これを設計 したのはグリーン&グ リーン

建築事務所で、彼 らの建築は FL.ラ イ トのプレ

ー リー・スタイルに影響を与えたとされている。

これより少 し遅れて20世紀に入つてから、ジ

ャポニスム文学と呼ばれる作品がアメリカで人

気を得る。0.ワ タンナ Watanna(W.E.B.バブコ

ック・ リーヴ)はその代表的作家で、彼女はイ

ギリス人 と中国人の子としてモン トリオールに

生まれた。1901年 に発表 した『 日本の鶯』A

」apanese Nightingaleが 10万部を売りつくし、

この作品では片岡源次郎 (江頭源次郎)が挿絵

を担当した。片岡は有田出身で1889年に渡米し、

1895年 にアー ト・スチューデント・リーグに入学

し挿絵、舞台衣装などで評価を得ていた。 1904

年に発表 した『アゼ リアの恋』The Love of

Azaleaでは滞米中であつた藤雅三 (1883年工部

美術学校修了)に挿絵を依頼している。1904年

に T.P.ウ ィリス トン Willistonが『 日本お伽

噺』Japanese Fairy Talesを 出版したが、滞米

中であつた小川三知に挿絵を依頼した。 (図 4)

小川は1904年 に自山谷を紹介され、彼の指示で

アーチス ト・グラス・ペインティング社に赴き

シンシナティで初めてステンドグラス制作の修

行を積んだ。あるいは、1906年にフェノロサ夫

人 M.フ ェノロサが発表 した『竜の画家』The

Dragon Painter(図 5)も またこうした一群の

なかに数えることができるだろう。この作品の

主人公はカノウ・インダラであり、彼が竜の画

家と呼ばれる野生の作家を見出し、都に誘つて

援助するいきさつが主題なのだが、これはあた

かもフェノロサと狩野芳崖との関係を思い起こ

させる。この作品は1915年に早川雪洲主演で映

画化もされており、アメリカでこうしたス トー

リーが一定の観客動員をもたらしていたことは

興味深い。同様に1903年イギリスとアメリカで

同時刊行された岡倉覚三の『東洋の理想』The

ldeals of the Eastも これらの日本趣味の一環

と理解すべきなのだろう。先述のマーシュも

1916年に『夜明けの大名』The Lords of Dawn

を発表している。美術では世紀末には低調とな

つた日本趣味は文学では20世紀にはいつても関

心が衰えていなかったことになる。

このように、アメリカのジャポニスムはひと

つは具体的な造形物としての工芸に関心が向か

図3 ハンティントン図書館庭園
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図 4 『日本お伽噺』扉

図5 『龍の画家』表紙

っていたことが挙げられ、その後に庭園や家屋、

文学などの日本愛好が続いていた。庭園、建築

の制作に関して、往々にして日本体験のある外

国人や場合によつては渡米した日本人が関わる

ことが多いのが日に付く。この意味では日米は

隣人同士らしい関係を結んでいたと言えるだろ

う。また、これ らの普及がかなり広い受容層に

拡散 していたことも指摘 しておかなければなら

ない。つまり、関心の向かう分野や関心の広ま

りと言 う側面でアメリカのジャポニスムはヨー

ロッパと異なった特性を備えていたのである。

2.シンシナティの日本マニア

アメリカ東海岸から西部への中継地という位

置を生かした商業都市としてシンシナティは19

世紀にはクィーン・シティと呼ばれて繁栄して

いた。この地の上流階層にも他の地域に劣らず

ジャポニスムが伝播した。

なかでも先述のニコルズは友人がロンドンで

入手した北斎漫画などの日本版本を1875年 には

入手していたようだ。 1876年 のフィラデルフィ

ア万博から帰ったニコルズは父親 」.ロ ングワー

スに材料と職人を日本から入手して製陶所を開

設する考えを伝えたが、実現には至らなかった。

直接 日本人を雇い入れて日本風な制作を着想す

ることはこの国のジャポニザンがヨーロッパと

異なつている点であるように思える。

2年後、1878年 に夫 Go W.ニ コルズが『陶器

製作法』Pottery HOw lt is mado(図 6)を 出

版したとき、夫人は日本の版画を引用して表紙、

挿絵を描いた.ニ コルズの著作はアメリカで最

初に日本陶磁器をすぐれた作ポ1と 評価した書物

であった。この年5月 にはシンシナティで433点

の日本美術品の売り立てが開かれ、1司 月女性美

I H00〉】T・ IS゛]ⅦRD6′

図6 GWニ コルズ『陶器 その制作法』表紙
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術館協会が借用品を集めて日本美術品展を開催

している。更に2年後の1880年には309点 の日本

美術品売り立てが行われ、この地域にかなりの

日本美術品コレクターが存在していたことが分

かる。マーシュの支店開設もこうした動向を受

けてのことに違いない。もう少し後になるが、

1898年 には杉本松之助が美術品を含む日本産品

を扱うニッポン The Nippon(図 7)を 開店して

おり、世紀末まで日本熱が冷めていなかったこ

とを物語つている。この杉本の元に嫁いだのが

長岡出身の銭子であり、後の『武士の娘』A

Daughter of the Samura(1933年 )の著者であ

る。 (図 8)

The Nippon(シンシナティ市立図書館蔵 )

ll./F・ 1

杉本花野誕生祝賀パーティ (中央花野を

抱く杉本、その左テイラー)1899年

ニコルズは1880年ようや く念願かなって市内

の学校跡地に製陶所を設立することができた。

最初に雇い入れた画工は A.Rヴ ァレンチエン

Valentienで (図 9)、 彼はこれ以前にパ トリッ

ク 。Lコ ル トリィ窯で釉下彩を教えていた。ま

図 7

た、同じ年 L.ハ ーンの絵画仲間であつた H.フ

ァーニイ Farneyも 雇われている。翌年には日

本人画エイチヅカ・ヶンゾ Ichidsuka Kenzo、

1885年 には拝郷益夫を雇い入れてお り、ニコル

ズが最初に抱いたアイデアを実行 していったと

思われ る。 1889年 の清風典平の証言にでは、

「同社 (ル ックウッド)の社長は一夫人にして

非常の 日本好なりしが先年 日本に遊び し時余の

店舗に来 りて 日本磁器の精緻なるに驚嘆 し帰国

の後之を試み しも遂に磁器を製すると能はず再

び日本に来 りて全国の陶磁器生産地を巡遊 し遂

に出雲焼の陶器を製造せんことを思ひ立ち二名

の本邦職工を雇入れて帰国 し前記ロツクウー ド

製陶会社を起こせ しなり雨来毎三年に日本に来

た り」と述べ、ニコルズが何度も来日したとし

ている。

1886年 はシンシナティの日本熱が頂点に達 し

た年となつた。 3月 に E.S.モ ースが市内で4回の

講演を行つたが、これはシンシナティ美術館開

館記念 としてニコルズが招いたようだ。夫と死

別 していたニコルズはこの月に B.ス トーラーと

結婚 し、モースから陶器 コレクションを3,500

ィ た́「

図9 ヴァレンチエン 《花瓶》1885年
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ドルで購入 し、2年後シンシナティ美術館へ寄

託 している。モースはセーラムに戻つてから更

に約 150点 の土瓶 コレクションの販売を美術館

に提案 しているが、実現には至らなかったよう

だ。そして、9月 19日 から開かれた第13回 シン

シナティ産業博覧会 (図 10)に 日本人村が巡回

してきた。シンシナティでは村は20に分けられ、

家具 。絹紡ぎ・絹織 。掛物絵師 。床屋 。しんこ

細工 。道具屋・弓・刺繍・備前焼絵付け 。仕立

て屋・七宝・茶屋 。早描 。金工・太田焼 (ろ く

ろ)。 絵巻絵師・薩摩焼 。木彫から成つていた。

このとき日本人村は70名 程度で、このなかに子

どももいた。

図10 第13回シンシナティ産業博覧会会場
(シ ンシナティ市立図書館蔵 )

10年後の1896年にも、シンシナティ美術館で

735点 の絵画、彩色本版画からなる W.H.ケチャ

ム・コレクション展が開かれ、このときは会場

で E.フ ェノロサの講演会が開かれた。1870年代

から世紀末にかけて、まさにシンシナティはボ

ス トンに並ぶジャポニスムのメッカと言つてよ

かった。

白山谷喜太郎は1886年 の 11月 10日 に横浜から

サンフランシスコに向け日本を出国してお り、

このとき33歳 1月 と記録 されている。 白山谷は

翌年5月 3日 ボス トンからシンシナティに到着 し

ているので、シンシナティ巡回中にはル ックウ

ッド製陶所に雇われていなかったようだ。 白山

谷が入社 した頃、画工たちのデザイン手法にも

たらされもつとも大きな変化は写生を主要なデ

ザインソースとすることであつた。このため工

場敷地内に庭園をつくり、四季の草花を栽培 し

さかんにそれ らの写生を行つた。

1889年パ リ万博でル ックウッド製陶所は初め

て金賞を獲得 しヨーロッパでその存在を知 られ

るようになる。 しかし、ス トーラーによる個人

経営では企業として軌道に乗せることは難 しく、

1891年 Wo W.テイラーTaylorが 経営者 として招

かれ、製品形状記録 Shape Record Bookが つく

られ、製品の体系化、製品戦略の見直 しが進め

られ、ス トーラーは実質的に経営から外れるこ

とになつた。その後 1894年に、ス トーラーの金

工品制作 (図 11)への意欲もあつて製陶所に金

工部が設けられ、ここに自山谷が連れ帰った浅

野与三吉が雇 い入れ られ た。 浅野 は明治 9

(1876)年金沢で創設 された銅器会社の職工の

一人であり、かなり腕のいい金工職人であつた。

ここでブロンズ製品が制作されたが、販売不振

のため1897年 に廃止された。 ストーラー夫妻は

この年外交官としてブラッセルに赴任すること

になり、夫人は浅野を同伴 した。

図11 ストーラー 《台付カップ》1898年
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ル ックウッドは1900年パ リ万博でグランプリ

を獲得 し、美術陶器メーカーとしての名声を確

立する。 (図 12)こ れは同社の初期の製品が日

本的モチーフの珍奇さを強調するグロテスクな

造形から、器形に合わせてモチーフを釉下彩を

つかつて優美に表現する路線に転換 し、これが

成功 した成果とすべきだろう。この転換に先述

のルックウッド画工たちのデザイン手法の変化

が大いに寄与 していることは疑いない。ここに

は、自山谷が日本的モチーフを表現するに際し

て伝統技法の描写に拘泥することなく、西洋的

な構成法に躊躇なく溶け込んでいけたことがよ

い影響を及ぼしていよう。これは例えば、伝統

的な日本が描法を陶磁器に移植 しようとした瓢

池園の作品 (図 13)と 比較すれば、伝来の日本

画を器物のうえに移すことに拘泥するあまり器

物の造形がかえって絵柄を阻害しかねないこと

になつていることとは対照的である。つまり、

日本趣味を越えて日本的味わいを製品のうえに

どのように表現するかが課題なのだった。 日本

人が無自党だった領域でルックウッドが先駆け

た部分がここにあり、20世紀初頭の海外市場に

おける彼我の評価の差となって表れたのだ。こ

のてんでルックウッドは日本にとつてさらに学

ぶべき対象であったことが理解できよう。

ヽ
dt

図13 瓢池園 《青磁上絵付金彩窓絵》

むすびにかえて

アメリカにおける日本趣味は往々にして日本

との直接的交流の産物であつた。ルックウッド

はまさにその典型であり、そうなることで美術

陶器の世界に確固たる地位を築いていった。白

山谷以外の画工たちもいかにも優美な日本的モ

チーフを自らのものとして作品にしている。大

洋を超えて日米の美意識が交わることで、豊か

な結実がもたらされたと言えようっこの事実は

アメリカが多くの民族から構成され、多様な文

化の共存を許容していたという客体的な事情以

上に、異質な文化の遭遇がもたらす新たな美の

展開への積極的な白I能性を示しているという点

で今なお学ぶべきなに 1)の かを秘めているよう

に思えてならない。

(金沢美術工芸大学教授 )
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